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 ブラキシズム等に代表される下顎異常機能は，顎関節症あるいは口腔顔面痛の発症において重要な役割を

担っている可能性があることが長く指摘されている．しかしその一方で，どのような咀嚼筋活動が発現して

いるかということはこれまで明らかになっていない．今回，口腔顔面痛の既往のある健常被験者（疼痛既往

群）および同既往のない健康被験者（非既往群）を対象とし，携帯型の高精度筋電計を用いて覚醒時および

睡眠時の筋活動を継続的に記録・検討した． 

 

 研究結果として以下の成果が得られた． 

 

１）覚醒時においては，疼痛既往群の方が非既往群よりも持続時間の長い低強度持続咬みしめの発現頻度が

高いことが明らかになった．また，その持続時間については 15 秒が低強度持続咬みしめの閾値となる可能

性が示唆された． 

 

２）1 時間あたりの低強度持続咬みしめの発現頻度については，覚醒時には疼痛既往群の方が非既往群より

も有意に発現頻度が高かったが，睡眠時には両群間に有意な差は存在しないことが明らかになった． 

 

３）低強度持続咬みしめの強度は自発最大咬みしめを指標として標準化（以下，%MVC）した場合には，

7.5%–10%MVC， 10%–15%MVC， および 15%–25%MVC の強度を有する事象が，非既往群よりも疼痛既

往群において有意に発現頻度が高いことが示された． 

 

 上記の結果より，口腔顔面痛の既往のない被験者と比較して，口腔顔面痛の既往のある被検者における方

が，咬筋表面筋電図を用いて計測した低強度持続咬みしめの発現頻度が有意に多く，その持続時間も有意に

長いことが示された．さらに，15 秒という持続時間が低強度持続咬みしめのカットオフ値になりうること

が示唆された． 

 

よって，審査委員会は本論文に博士（歯学）の学位論文としての価値を認める． 


